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研究成果の概要（和文）：ヤムイモはアフリカなどイモ食文化圏で重要な主食の一つであるが、その増殖率は穀
類と比較すると非常に低いため増産や規模拡大が必要な場合、翌年の種イモの需要に全く対応できない。本研究
では、亜熱帯島嶼の特殊な自然条件下である沖縄の宮古島で、日本国内外で利用可能なヤムイモ（ダイジョ）の
大量種苗生産法の基礎技術の確立を行った。
　挿し木苗の育成に適した環境条件（長日条件）を明らかにし、挿し木苗の機械移植が初めて実証した。挿し木
苗と種イモ由来の植物体の生育比較を同一条件下で5品種を用いて行ったところ、それぞれの品種で同様の生育
を示した。このことから挿し木苗を育種の品種選抜に利用できることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Yam is major staple food in West Africa, South Pacific islands or Caribbean 
islands, while in Japan or Southeast Asia yam is popular as a vegetable or processed foods. Planting
 materials of yam is tuber setts or whole tubers. But the multiplication rate is low compared with 
cereals so that it is difficult to rapidly increase production of yam if farmers want to expand 
planting area.
   Appropriate culture condition for vine cutting of yam was cleared. For vine cutting, shoot 
formation will be enhanced under long day length. Depend on medium and varieties, the growth of vine
 cutting were varied. Mechanized vine propagation was verified for seed tuber production of yam. 
Comparing the growth of plants from vine cutting and mini-setts was carried out under same growth 
condition with manipulation of dormancy of tuber and growth of seedling. Both plants within each 
variety showed similar growth. This result showed plant from vine cutting can use for evaluation of 
varieties under yam breeding.

研究分野： 熱帯作物、作物生理生態学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ヤムイモはアフリカなどイモ食文化圏に

おける重要な主食の一つであるが、その増殖
率は低いため増産や規模拡大が必要となっ
ても、翌年の種イモの需要に全く対応できな
いのが実情である。申請者はナイジェリアに
ある CGIAR の国際熱帯農業研究所(IITA)で
ヤムイモの挿し木による大量増殖技術の開
発と確立に努め、その技術はビル＆メリンダ
ゲイツ財団支援の「Yam Improvement for 
Income and Food Security in West Africa」
プロジェクトで西アフリカ各国の試験場に
対する技術移転が既に始まっており、今後の
更なる技術改良と普及が内外で期待されて
いた。 
 日本において、熱帯産のヤムイモに関する
研究は、東京農業大学や鹿児島大学のグルー
プが 15 年以上にわたって南太平洋島嶼から
導入したヤムイモのダイジョについて研究
を行っており、多くの実績があった。 

申請者は、本研究申請時に東京農業大学の
宮古亜熱帯農場の教員として採用され、IITA
で研究してきたヤムイモの生理・生態学的研
究や繁殖技術の研究を更に発展させ、島嶼環
境という特殊な土壌や自然環境を考慮した
ヤムイモの安定した増殖・栽培方法の開発に
携われる状況であった。 
 
２．研究の目的 
 ヤムイモは熱帯・亜熱帯のイモ食文化圏で
は重要な主食の一つであるが、その増殖率は
低いため増産や規模拡 大が必要となった場
合、翌年の種イモの需要に対応できないのが
実情である。本研究は、台風常襲・アルカリ
土壌といった宮古島という亜熱帯島嶼の特
殊な自然条件下で、沖縄ばかりでなくヤムイ
モを主食とする南太平洋・カリブ海島嶼国に
おいても利用可能なヤムイモの大量種苗生
産の基礎技術 の確立を行うことを目的とす
る。具体的には、(1)挿し木苗の育成に適した
環境条件の選抜、(2)挿し木苗を利用した種イ
モ・食用イモの栽培方法の確立、および(3)
組織培養を利用した健全種苗の生産体制の
確立の 3 つを柱として実施し、(1)挿し木法に
よる種イモ生産のプロトコール、(2)挿し木苗
の機械移植システムのプロトタイプの 完成、
そして(3)組織培養を利用した健全種苗の安
定生産と遺伝資源の in vitro による保存の確
立を目指す。 
 
３．研究の方法 
 研究課題は(1)挿し木苗の育成に適した環
境条件の選抜、(2)挿し木苗を利用した種イ
モ・食用イモの栽培 方法の確立、および(3) 
組織培養を利用した健全種苗の生産体制の
確立の 3 つの課題を柱として実施した。具体
的には研究方法は下記に示した。  
 
(1)挿し木苗の育成に適した環境条件の選抜： 
①挿し穂の採取時期の違いについて検討を

行った。4 月に種イモの植え付けを行い長日
条件下の 6月頃と短日条件下の 9月頃に挿し
木を行い、得られた挿し木苗の生育について
調査をした。試験は平成 25 および 26年に実
施した。 
 
②熱帯・亜熱帯島嶼地域で利 用可能な挿し
穂の発根を促進する培地資材を選抜した。宮
古島の心土、バーミキュライト、ココピート、
もみ殻燻炭などの資材を単品または混合で
混ぜた培土を作成し、試験に供した。試験は
平成 25および 26年に実施した。 
 
③ダイジョ 80 系統の品種間差異について挿
し木繁殖を行い、生存率やその後の苗の生育
について評価した。試験は平成 25 年に行っ
た。 
 
④ダイジョ（D.alata L.）の種イモと挿し木
苗由来の植物体における生育特性の解析を
平成 27 年度に実施した。供試材料はダイジ
ョ 5系統を用いた。種イモ由来の植物体と挿
し木由来の植物体を同じ栽培条件下、特に同
じ日長条件下で栽培するために、種イモの低
温保存による休眠の抑制や高温処理による
休眠打破を行い、種イモ由来の苗と挿し木由
来の苗を同時期に育苗し、生育量・生育期間
を揃えた。試験はポット試験とし、試験区は、
それぞれ新しいシュートを有する挿し木苗
および種イモ由来の苗のそれぞれに対照区
（極少量の堆肥を含んだ低肥沃土壌区）と施
肥区（極少量の堆肥と処理として窒素肥料を
施した区）を設け、計 4 処理区とした。処理
としての施肥は、尿素を用いて窒素 15 
kg10a-1 を定植後 60 日目（8 月 24 日）およ
び 120 日目（10 月 24 日）の 2 回に分けて施
用した。調査は生育調査および収量調査を行
った。 
 
(2) 挿し木苗を利用した種イモ・食用イモの
栽培方法の確立： 
平成 25 年度に挿し木苗育成の基礎情報（培
土など）が得られたことから、平成 26 年度
に得られた挿し木苗を野菜苗の移植機を用
いて圃場に移植を行い、実証試験を行った。
挿し木苗は生分解性のペーパーポットを利
用した。活着率や収量調査を行った。 
 
(3) 組織培養を利用した健全種苗の生産体制
の確立： 
保存品種全て（約 150 系統）の in vivo 植物
体からの組織培養体の育成を平成 26 年度か
ら平成 28 年まで継続して行った。また、生
長点培養法の確立を平成 27年度に実施した。 
 
（その他）： 
ヤムイモ遺伝資源の収集・最新情報の交換

や最終年度にナイジェリアの IITAを訪問し、
今後当該研究が国際機関との連携や共同研
究に繋がることを目指すことを目的に研究



成果についてセミナーを計画した。また、成
果発表として国際学会での成果発表を検討
した。 
 
４．研究成果 
(1)挿し木苗の育成に適した環境条件の選抜： 
実験①および②では、挿し木繁殖に用いる

培地の選定を行ってきた。本実験において、
生存率は 2013 年の 6 月挿し木ではバーミキ
ュライト培地の生存率が最も低く、これまで
の報告と異なった。また、9 月の挿し木では
生存率は処理区間で差が見られなかったた
め、結果の違いは挿し木を行う時期の影響が
考えられた。しかし、2014年 7月と 9月の挿
し木では生存率は品種および培地の種類に
影響を受けなかったことから、挿し木を行う
時期も関係していたと考えられた。ヤムイモ
の挿し木を行う際、挿し穂の採取時期が挿し
木苗の生育に影響を及ぼしており、本実験で
の挿し穂の採取時期は生存率には影響しな
かったが、2013 年および 2014 年ともに 6 月
もしくは 7月と 9月ではシュート形成率が大
きく異なり、9 月挿し木ではほとんどシュー
トは形成されなかったことから、親植物の齢
がシュート形成に関与していることが認め
られた。 
実験③では、茎長と塊茎生体重の間には正

の相関が見られ、地上部生長量の大きい品種
を選抜すれば収量性の高い品種が得られる
ことが示唆された。品種間においては、ばら
つきが大きく、供試品種に多様性があること
が示唆された。その中で特徴的なものを A か
ら D の 4 つのグループに分けた。A は葉数が
少なく、塊茎生体重も小さいもの、B は葉数
が多く、塊茎生体重も大きいもの、C は葉数
が多いものの塊茎生体重は小さいもの、そし
て、D では葉数は少ないが、塊茎生体重は大
きいものに分類した。A と B のグループは葉
と塊茎生体重が比例して生育するタイプで
あり、特に B は生長量の大きい早生品種の可
能性が考えられた。また、C グループは葉数
が多いのに対し塊茎生体重は大きくないこ
とから、晩生品種の可能性が考えられた。一
方、D グループは葉数が少ないのに対し塊茎
生体重が大きいことから早生品種かつ高い
生産能力を保持している品種である可能性
が示唆された。ヤムイモの品種間差異に関す
る研究は複数報告されているが、80もの品種
を用いて挿し木繁殖で差異を検討したもの
はこれまでない。本研究の結果から、挿し木
繁殖法は品種の検定に利用が可能と推察さ
れた。 
実験④では、各系統内における種イモ由来

の植物体と挿し木苗由来の植物体の生育の
差異を比較した。対照区の低肥沃土壌下では、
系統によって地上部生育に差はあるものの
塊茎数、塊茎生体重および塊茎乾物重はすべ
ての系統において種イモ由来と挿し木苗由
来の植物体の間に差はみられなかった。一方、
施肥区内では種イモと挿し木苗由来の植物

体との間に系統によって生育の差が見られ
た。種イモと挿し木由来の植物体のそれぞれ
について窒素施用の影響について検証した
ところ極少量の堆肥を含んだ低肥沃土壌区
（対照区）とその低肥沃土壌に窒素（尿素）
を施用した施肥区との間に、ほとんどの系統
において地上部および地下部の生育に差は
なく、窒素施用の明瞭な効果は認められなか
った。 
 各形質における種イモと挿し木苗由来の
植物体との相関関係をみたところ、SPAD 値，
塊茎生体重および塊茎乾物重について対照
区内で高い相関関係が認められた。対照区
（低肥沃土壌条件下）における挿し木苗由来
の植物体の生育は種イモ由来の植物体と同
程度であったことから、挿し木苗はそのよう
な条件下（堆肥などによる最低限の施肥条件
下）では種イモと同等に品種の評価、特に農
業形質で最も重要な塊茎収量の評価に利用
できる可能性が示唆された。また、種イモ由
来の植物体から得られる塊茎と同等の塊茎
を挿し木苗由来の植物体は生産することか
ら、挿し木苗は品種の安定的な大量増殖に利
用できることが確認された。 
 
(2) 挿し木苗を利用した種イモ・食用イモの
栽培方法の確立： 
ダイジョの生産を拡大するためには生産

の機械化が不可欠である。ナガイモなどでは
機械化栽培がすでに行われている（オホーツ
ク網走農業共同組合，HP）。本実験では、2014
年 7月 28日に挿し木を行い、挿し木後 40 日
目に圃場に移植した。移植には移植機操作者
と苗を機械にセットする者、および苗を渡す
者の 3名が必要であるが、人力移植の 1/5 の
速さで移植出来ることが判った。 
 本実験では、7 月下旬に挿し木を行ったこ
とから、挿し木を移植した 9 月上旬には挿し
穂の生育段階が茎葉伸長期から塊茎の肥大
成長期に切り替わったと推察された。従って、 
挿し穂が塊茎の肥大成長期に切り替わる前
の茎葉伸長期に挿し木をすることにより、挿
し木苗の地上部の生育を促し、地下部塊茎の
肥大生長を促進すると考えられる。 
 今後収量を増加させるには挿し木苗の茎葉
伸長期に挿し木を行うことやペーパーポッ
トのサイズの拡大を行うことにより、機械化
移植による挿し木苗の大量種苗生産は十分
に可能であると推察された。なお、挿し木苗
の機械化移植の実証試験は世界初のもので
ある。 
 
(3) 組織培養を利用した健全種苗の生産体制
の確立： 
保存品種全て（約 150 系統）の in vivo 植物
体からの組織培養体の育成を平成 26 年度か
ら平成 28 年まで継続して行った。また、生
長点培養法の確立を平成 27年度に実施した。 
 
（その他）： 



ヤムイモ遺伝資源の収集・最新情報の交換
として、ヤムイモ遺伝資源を保存している鹿
児島大学、国際農林水産業研究センター(石
垣島)より遺伝資源の移譲を行った。 
農大宮古亜熱帯農場を、ヤムイモを研究し

ている日本内外の大学や研究機関、民間等が
利用できるヤムイモ遺伝資源の保存拠点化
に繋げることを行った。 
平成 27 年度７月から 8 月にナイジェリア

の IITA を訪問し、今後当該研究が国際機関
との連携や共同研究に繋がることを目指す
ことを目的に研究成果についてセミナーを
行った。平成 27 年度および 1 年延長後の平
成 28 年度に成果発表として国際学会である
東南アジア国際農業学会（ISSAAS）で成果発
表を行った。 
平成 26 年度にフィジーからの研修生（別

予算）に対し On the Job 形式で挿し木繁殖
技術について研修を行った。帰国後フィジー
の離島（ガウ島）で挿し木の実証試験を行い、
成功した。南太平洋島嶼での利用の可能性が
実証された。 
また、平成 28 年度 3 月に日本熱帯農業学

会で学会奨励賞を、本研究課題の挿し木繁殖
法を用いた「熱帯産ヤムイモ（Dioscorea 
spp.）の休眠制御を利用したオフシーズン栽
培に関する研究」で受賞した。 
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